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広
報
み
と

水戸市の人口　人口…269,015人（男131,853人、女137,162人）　世帯数…122,633世帯　－令和2年4月1日現在（平成27年国勢調査確定値基準）－

　

博
物
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
水
戸
ゆ
か
り
の
画
家
を
多

く
取
上
げ
、
展
覧
会
を
通
し
て
光
を
あ
て
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
人
が
、
明
治
時
代
の
洋
画
家
・
五
百
城
文
哉
で
す
。

　

文
久
３(

１
８
６
３)

年
、
水
戸
に
生
ま
れ
た
五
百
城
は
、

10
代
後
半
で
東
京
へ
移
住
し
、
洋
画
家
・
高た

か
は
し
ゆ
い
ち

橋
由
一
の
も

と
で
本
格
的
に
洋
画
を
学
び
ま
し
た
。
27
歳
か
ら
東
京
を

離
れ
、
絵
を
描
き
な
が
ら
地
方
を
巡
る
生
活
を
送
り
ま
す
。

縁
あ
っ
て
日
光
に
落
ち
着
き
、
42
歳
で
没
す
る
ま
で
の
後
半

生
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

人
物
や
建
物
、
農
作
業
の
風
景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
描
い
た
五
百
城
。
彼
の
画
風
の
大
き
な
魅
力
は
、
細

か
な
部
分
ま
で
丁
寧
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
、
日
光
東
照
宮
を
描
い
た
作
品
で
は
、
複
雑
な
構

造
の
建
物
を
見
事
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
山

植
物
の
愛
好
家
と
い
う
一
面
も
持
ち
、
鋭
い
観
察
眼
と
優

れ
た
描
写
力
に
よ
っ
て
、
正
確
さ
と
美
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
植
物
画
を
多
く
残
し
ま
し
た
。

　

五
百
城
は
、
植
物
の
写
生
を
も
と
に
、
幻
想
的
な
作
品

も
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
作
品
が
、
博
物
館

で
所
蔵
す
る「
晃
嶺
群
芳
之
図
」で
す
。
花
は
一
つ
一
つ
が

浮
き
立
つ
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
美
し
い

空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
画
材
は
、
水
彩
の
絵
の
具
、

絹
の
下
地
と
い
う
、
珍
し
い
組
合
せ
で
す
。
記
録
と
し
て

の
写
生
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
植
物
の
姿
を
芸
術
と
し
て
一

枚
の
絵
画
に
ま
と
め
上
げ
た
こ
の
作
品
。
植
物
へ
の
愛
情

と
、
芸
術
的
な
セ
ン
ス
が
結
び
つ
い
た
、
五
百
城
な
ら
で

は
の
描
き
方
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
水
戸
市
立
博
物
館
美
術
部
門
学
芸
員　

中
村
有
紀
子
）

水戸の画家
　市立博物館が発掘した水戸の画家、五

い お き

百城文
ぶんさい

哉（1863-1906）。
美術部門の学芸員がその魅力を語ります。
問合せ／市立博物館（☎226-6521）

　「晃
こうれいぐんぽうのず

嶺群芳之図」（博物館蔵）「日光陽明門」（博物館蔵）

第２回

五百城文哉肖像写真（個人蔵）

市指定文化財。青い空の下、
そびえ立つ日光男体山、手前
には青々とした苔、その上に
20種類以上の色鮮やかな花々
が描かれています

五百城は日光の風景を数多く
描き、海外で高く評価されま
した

【美術部門】
　江戸時代から現代にい
たるまでの、水戸にゆか
りの深い美術家の絵画・
彫刻・工芸などの作品を
収集しています。年4回の
展示替えを行い、所蔵作
品を紹介しています。


